
「⾃宅で暮らしながら旅をする-フォトコンテストと宅配-」

「地⽅で暮らしながら旅をする-移住体験-」

全国の⼤学⽣

昭和⼥⼦⼤学
鶴岡再発⾒！PJ

鶴岡地区物産協同組合

Instagramフォトコンテストに参加

⼊賞者に各種特典を贈呈 QRコードから動画を視聴＆⾷体験！
葉書に想いを綴って返送

→お得な割引券がもらえる！！

癒しを提供し、
交流と流通のつながりを作る

鶴岡市HP
学⽣向けポータルサイト等

申し込み

＼選べる鶴岡ならではの体験／

鶴岡市へ

滞在場所：江⼾川区・鶴岡市
友好の館「⼭王町江鶴亭」

滞在期間：1週間（時期の選択は⾃由）
（※オンライン授業と並⾏する場合の例）

平⽇→授業・学⽣同⼠の交流

⼟⽇→体験・鶴岡市⺠との交流
交通⼿段：バス・レンタカー・原付バイク

電動⾃転⾞等

【アイデアの根拠データ】-応募⽤紙同様最終閲覧⽇–

①鶴岡市の若者⼈⼝減少 ②学⽣の地⽅移住への関⼼・癒しの欲求需要 ③全国的なコロナウイルス拡⼤

出典：厚⽣労働省報道発表資料より
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/index.html

鶴岡PJ実施
⼤学⽣の地⽅暮らしに関するアンケートより

「養命酒製造株式会社調べ」
20200908 koronadukare.pdf (yomeishu.co.jp)

・⼭伏体験、出⽻三⼭、精進料理
→⽇本遺産をめぐって、
健康的に痩せよう！コース

・⽇本で唯⼀！ユネスコ⾷⽂化創造都市
→郷⼟料理に触れながら、
料理上⼿になろう！コース

・クラゲの展⽰数世界⼀の加茂⽔族館
→ギネスに登録された⽔族館で、
クラゲを飼育してみよう！コース

・鶴岡市に代々伝わる⼤⼭酒
→⽇本酒を飲み⽐べよう！コース

などなど

メンバー：昭和⼥⼦⼤学・鶴岡市⺠

〜〜〜

【提案】 学⽣に「癒し」と「繋がり」を⼆段階に分けて提供する。

【⽬指すゴール】
多くの学⽣に鶴岡市について知ってもらう・鶴岡市とつながりをもってもらう・実際に鶴岡に⾜を運んでもらう。
また、学⽣の地⽅暮らしに対するハードルを下げることも想定している。

【図表2年齢３区分別⼈⼝の推移および推計】
出典：jinnkou2701.pdf（city.tsuruoka.lg.jp）
鶴岡市⼈⼝ビジョン（案）平成27年10⽉

・鶴岡再発⾒！PJ
・ゆらまちっく
・⽻⿊⼭「斎館」
・地元の⾼校⽣などが
選んだセットをお届け！

①鶴岡市の名産品
②QRコードつき葉書注⽂を受けて を宅配

第⼀段階では、宅配を利⽤して「⽇常の癒し」と鶴岡市と学⽣との「交流と流通の繋がり」を供給する。

第⼆段階では、新型コロナウイルス収束後に実際に鶴岡市を訪れてもらい、更なる「癒し」と「繋がり」を感じて貰う。

https://www.yomeishu.co.jp/health/survey/pdf/20200908_koronadukare.pdf

